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12. Ca(Po3)2ガラス中におけるEu3十の蛍光

西 村 吾 朗

Eu3+は,基底状態 (7F｡)ならびに蛍光の始状態 (5D｡)が非縮退準位であるため, スペク

トルの解析が簡単であり,結晶やガラス中での希土類イオンのまわ りの結晶場を解析するため

のプローブとして有用である｡そこで,Ca(PO3)2ガラスに Eu3+をドープした試料にっいて,

波長可変色素レーザーで励起を行ない,誘起蛍光を解析することにより,Eu3+のまわりを調

べることを試みた｡まず蛍光スペクトルのピーク位置よりEu3+のエネルギー準位と結晶場の

大きさの関係を精密に決定した｡次に偏光特性の実験から,それぞれの遷移が電気双極子,磁

気双極子遷移のどちらによるものかを明らかにした｡また,Eu3十に勘く結晶場をC2と考え,

シュタルク分裂した各エネルギー準位が,どの既約表現に属するかを決定した｡当日は,奇の

結晶場によって混 じる電荷移動準位の役割についても議論する予定である｡

13.深い不純物をドープしたGeの分光学的研究
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市 川 洋 平

Ge中のZn,Beは,ダブルアクセプターでほどほどに深い準位をもっている｡ A+中心は

中性アクセプターにホールがひとつ束縛された状態で,ダブルアクセプターでは3つのホール

が束縛されている｡低温での遠赤外の光伝導の測定により,このA+中心の束縛エネルギーを

求めた｡また,磁場中での測定から,A+中心から価電子帯のランダウ準位-のホールの遷移

を初めて観測した｡次に低温で光励起することにより生成される電子 ･正孔液滴 (EHD)の発

光の測定をBe,Zn,Teなどの深い不純物をドープしたGeにっいて行ない, 深い不純物が

EHDの生成を妨げ,寿命を短 くすることがわかった｡また,ZnをドープしたGe中の束縛励

起子は,-軸性応力により減少することがわかった｡
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